
飛
大谷社長

地
震
被
害
、Ｉ
ｏ
Ｔ
で
監
視

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
で
連
携

エ
フ
ウ
エ
イ
ブ
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
多
機
能
屋
根

材
メ
ー
カ
ー
、
ジ
ニ
ア
テ
ッ

ク
の
子
会
社
。
１４
年
に
富
士

電
機
か
ら
太
陽
電
池
セ
ル
事

業
を
取
得
し
、
熊
本
工
場
を

引
き
継
い
だ
。
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム
に
お
い
て
ロ
ー
ル
・
ト

ゥ
・
ロ
ー
ル
方
式
で
生
産
し

て
い
る
。
同
社
は
建
材
や
太

陽
電
池
セ
ル
の
製
造
販
売
、

エ
コ
ハ
ウ
ス
お
よ
び
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
向
け
太

陽
光
・
熱
複
合
シ
ス
テ
ム
の

提
案
を
主
力
事
業
と
す
る
。

社
名
の
由
来
で
あ
る
Ｆ
Ｗ

Ａ
Ｖ
Ｅ
太
陽
電
池
セ
ル
は
非

常
に
薄
く
、
樹
脂

シ
ー
ト
に
ラ
ミ
ネ

ー
ト
す
る
だ
け
で

容
易
に
モ
ジ
ュ
ー

ル
化
で
き
る
。
モ

ジ
ュ
ー
ル
は
軽

く
、
コ
ン
パ
ク
ト

に
巻
く
こ
と
が
で

き
る
。
収
納
や
輸

送
、
携
帯
に
便
利

で
割
れ
る
こ
と
が

な
い
。
セ
ル
を
構

成
す
る
各
層
の
穴
を
つ
な
げ

た
「
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
」
と
い
う
独

自
の
セ
ル
構
造
に
よ
っ
て
、

セ
ル
の
電
極
配
線
を
一
掃
し

た
接
続
を
可
能
に
し
た
。
ま

た
タ
ン
デ
ム
構
造
に
よ
り
、

幅
広
い
波
長
の
ス
ペ
ク
ト
ル

を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
、

よ
り
多
く
発
電
で
き
る
。
封

止
材
を
工
夫
す
る
こ
と
で
酸

素
や
水
へ
の
耐
性
を
高
め

た
。太

陽
電
池
セ
ル
の
変
換
効

率
は
８
％
ほ
ど
だ
が
、
独
自

の
新
樹
脂
屋
根
材
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
付
加
価
値
を

創
出
す
る
考
え
。
新
樹
脂
屋

根
材
は
高
分
子
合
成
樹
脂
で

作
ら
れ
る
。
非
常
に
軽
量
で
、

重
さ
は
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
の
約

半
分
、
陶
器
平
板
瓦
の
４
分

の
１
以
下
。
紫
外
線
や
温
度

変
化
、
色
あ
せ
、
風
雨
へ
の

耐
性
に
優
れ
る
。
意
匠
性
に

富
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
も
施
せ

る
。大

谷
社
長
は
「
新
樹
脂
屋

根
材
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は

遮
熱
・
断
熱
機
能
が
高
め
ら

れ
る
こ
と
に
あ
る
」
と
強
調

す
る
。
空
気
を
暖
め
る
こ
と

も
で
き
る
。
こ
の
特
徴
を
生

か
し
空
気
式
太
陽
熱
利
用
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
る
。

集
熱
ユ
ニ
ッ
ト
を
利
用
し
て

熱
を
室
内
に
取
り
込
み
、
暖

房
代
わ
り
に
し
た
り
湯
を
沸

か
し
た
り
で
き
る
。
冷
た
い

空
気
に
し
て
飛
ば
す
こ
と
も

可
能
。
太
陽
電
池
セ
ル
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
変
換
効
率
を
大
幅

に
増
や
せ
る
。

ま
ず
新
樹
脂
屋
根
材
を
先

行
し
て
日
本
で
販
売
す
る
。

そ
の
後
、
太
陽
電
池
セ
ル
と

の
一
体
化
製
品
を
熊
本
で
生

産
す
る
方
針
。
Ｚ
Ｅ
Ｈ
を
実

現
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

住
宅
メ
ー
カ
ー
へ
の
訴
求
を

強
め
る
。
ま
た
、
地
方
の
工

務
店
に
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
こ
と
で
日
本
全

国
へ
の
浸
透
を
図
る
。

エ
フ
ウ
エ
イ
ブ
（
東
京
都
千
代
田
区
、
大
谷
茂
弘
社

長
）
は
、
太
陽
電
池
（
Ｐ
Ｖ
）
一
体
型
樹
脂
屋
根
材
を

日
本
市
場
に
投
入
す
る
。薄
型
軽
量
で
高
耐
久
性
の
「
新

樹
脂
屋
根
材
」
と
フ
ィ
ル
ム
型
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
太
陽
電

池
セ
ル「
Ｆ
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」を
組
み
合
わ
せ
、
２
０
１
８
年

秋
に
も
熊
本
工
場（
熊
本
県
南
関
町
）で
生
産
す
る
予

定
。
１９
年
以
降
に
は
集
熱
ユ
ニ
ッ
ト
と
組
み
合
わ
せ
た

空
気
式
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ

（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）
に
着
目

す
る
住
宅
メ
ー
カ
ー
や
工
務
店
へ
の
訴
求
を
強
め
る
。

オ
ム
ロ
ン
子
会
社
の
オ
ム

ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
（
東
京
都
港
区
）

は
、
地
震
発
生
時
に
建
物
や

橋
梁
な
ど
に
か
か
る
振
動
を

計
測
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対

応
セ
ン
サ
ー
「
３
軸
加
速
度

計
」
の
販
売
を
始
め
た
。
地

震
に
よ
る
構
造
物
の
被
害
を

あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
ネ
ッ
ト
で

つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
監
視
。

最
適
な
保
守
・
保
全
活
動
に

役
立
て
て
も
ら
う
。

オ
ム
ロ
ン
独
自
の
Ｍ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
（
微
小
電
気
機
械
シ
ス
テ

ム
）
技
術
を
用
い
た
加
速
度

セ
ン
サ
ー
を
は
じ
め
、
デ
ー

タ
処
理
機
能
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
通
信
機
能
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
一
体
化
し
た
。
構
造
物
の

さ
ま
ざ
ま
な
個
所
に
簡
単
に

設
置
で
き
、
構
造
物
に
対
す

る
地
震
の
影
響
を
遠
隔
か
ら

正
確
に
把
握
で
き
る
。

高
度
経
済
成
長
期
に
建
設

さ
れ
た
橋
梁
や
建
物
な
ど
の

老
朽
化
が
進
む
な
か
、
構
造

物
の
健
全
性
を
維
持
・
管
理

し
て
い
く
こ
と
が
社
会
的
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
地
震
に
よ
っ
て
構
造
物

に
作
用
す
る
振
動
を
計
測
す

る
に
は
、
高
価
な
加
速
度
計

を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
欠
か
せ
な
い
。
こ

の
た
め
、
複
数
個
所
へ
の
取

り
付
け
が
難
し
く
、
適
切
な

Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
Ｗ
Ｆ
Ｐ
国
連
世

界
食
糧
計
画
（
国
連
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）

は
こ
の
ほ
ど
、
都
内
で
記
者

会
見
を
開
き
、
地
球
規
模
感

染
症
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
対

策
の
一
環
と
し
て
「
物
流
情

報
管
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
開
発
す
る
と
発
表
し

た
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な

ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
、
感
染
症
発
生
時

の
医
療
・
救
援
物
資
の
輸
送

状
況
を
可
視
化
す
る
。
日
本

政
府
は
開
発
費
と
し
て
対
策

全
体
の
枠
組
み
「
地
球
規
模

感
染
症
対
策
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ＰＰ
ＶＶ
一一
体体
型型
のの
樹樹
脂脂
屋屋
根根
材材

薄
く
軽
量
、高
耐
久

エ
フ
ウ
エ
イ
ブ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
用
い
情
報
管
理

Ｎ

Ｅ

Ｃ

国
連
Ｗ
Ｆ
Ｐ

Ｚ
Ｅ
Ｈ
実
現
に
貢

献
す
る
一
体
型
屋

根
材

…
…
…
…
…
…
…

オ ム ロ ン
ソーシアル

構
造
物
向
け
３
軸
加
速
度
計
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